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１ 実証実験の概要

（１）背景・経緯

①クローズド環境とネット型非行への対応

近年、ネットトラブルの現状が明らかになっている。新たな問題として、非行傾

向の無い生徒が非行に巻き込まれる｢ネット型非行｣が発生している。コミュニケー

ションアプリケーション『LINE』や Twitter の鍵付きアカウント、DM（ダイレク

トメッセージ）などの指定ユーザー以外は見ることができない。これらのクローズ

ドな環境において、いじめの場面や裸の写真などの画像のやり取りのトラブルが発

生している。柏市では、ネットパトロールによってトラブルが大きくなる前に対処

する点で大きな成果を挙げてきた。しかしながら、ネットパトロールでは LINE 等ク

ローズド環境の個人間のやりとりの中身を対象とすることが出来ないという限界が

ある。さらに、この点はプライバシーに踏み込んだ部分であり、家庭での保護者に

よる管理、およびトラブル発見への協力が必要不可欠な要素となっている。また、

トラブル発生の経緯などを踏まえ、LINE の過度の利用がネット型非行に巻き込まれ

るきっかけとなっているとの仮説がある。特に、深夜帯の LINE 利用はトラブルの原

因となる可能性が高いと見ており市内生徒の「LINE の利用時間帯」を把握すること

が、これらのトラブルを防止する上で重要な情報となると考えている。携帯・スマ

ートフォンは家庭で持たせているものではあるが、そのトラブルの中身は学校現場

での生活の影響を強く受ける。ネットトラブルは家庭と教育現場の境界が薄い問題

である。このため、家庭と教育現場の両面でネットトラブル防止の取組みが必要と

なる。一方、家庭においても、生徒のスマートフォン・アプリケーション（以下、

アプリ）利用を把握していくことは難しい。日々携帯の中身を見続けることは容易

ではなく、利用時間帯や利用内容などにおいては、携帯を一時的に預かったとして

もその情報を得ることはできない。家庭での保護者による管理実施を助けるために、

クローズド環境でのトラブルをより実践的指導につなげるために、ネットパトロー

ルと併せ、具体的な状況把握の手段が必要となる。

②Ｆｉｌｉｉについて

ア 具体的な手段としてのＦｉｌｉｉ



 

子どもセキュリティサービス『Filii（フィリー）』は、クローズド環境にアプロ

ーチできる国内唯一のサービスである。Filii は、SNSやアプリの利用状況や、そ

の中での危険なやりとりを検知し、保護者や生徒自身に通知する機能を持ったサ

ービスである。本事業では、このFilii を活用する。市内中学校で無償利用のモニタ

ー参加者を募り、Filii をご利用いただく。ネット利用に関するアンケートや Filii が

取得するデータを通してFilii の効果を客観的に計測するとともに、モニター参加者

からも使い勝手や効果、良い面／悪い面などフィードバックいただく。分析結果

や生徒・家庭の反応などをもとに今後の対応を検討するとともに、教育委員会の

啓発や指導等で活用していく。

イ Filii について

Filii は生徒の利用するスマートフォンに Filii アプリをインストールし、設定を行

うことで自動的にSNSやアプリのデータを取得する。さらに、そのデータを独自

のアルゴリズムで自動的に分析し、ネット型非行につながると考えられるやりと

りや、利用傾向について、アラートとデータ（数値やグラフ等）に自動加工して

保護者と生徒に伝えるものである。一般には月額400円（税込）で3デバイスま

で利用できる形態で有償提供しているサービスである。

以下に、その概要を図示する。



 

インターネット黎明期の1990年代後半から、ネット上のトラブルを迅速に発見する有力

な対策として、「ネットパトロール」という手法が活用され、成果を挙げてきた。柏市でも

ネットパトロールにより、大きな成果を挙げている。ただし、このネットパトロールは「イ

ンターネットを検索すること」とほぼ同義であり、ユーザー同士のつながりで表示内容の変

わるSNSなどの会員制コミュニティサイトをパトロール対象にすることは難しく、SNSやス

マートフォンアプリの内部での特定個人やグループ内でのやりとりは対象にすることができ

ない。

近年、青少年のネットトラブルの主流は、この外から見えない「クローズドな環境」に舞

台を移しており、クローズドな環境は「トラブルの温床」と呼ばれるまでになってきている。

参考）

日経スタイル「親から見えないＬＩＮＥ上のいじめ 証拠残らず（ネット依存 進む低年齢

化）」

http://style.nikkei.com/article/DGXMZO74844160Y4A720C1NNMP00?channel=

DF130120166126&style=1

産経ニュース「スマホ、ＳＮＳ…「いじめ」の実態見えにくい 東京都いじめ対策協議会で

指摘」

                                                              

さまざまなネットトラブルから生徒たちを守る手段として、依然有効な手段に、フィルタ

リングと機能制限ソフトが挙げられる。有害情報（違法行為・薬物など）やわいせつ、暴力

的なコンテンツは、生徒が目にする必要のないものである。フィルタリングソフトを利用す

ることにより、これらの大部分を排除することができる。また、機能制限ソフトを利用する

ことで、カメラや位置情報の利用、特定アプリの利用などを制限することができ、情報リテ

ラシ・モラルの成長度合いに合わせ、適切な機能利用を促すことができる。ただし、その状

況においても、SNSやコミュニケーションアプリを許可してしまうと、それらはクローズド

な環境であるために、トラブルの発生に気付くことが難しくなる。Filii はその状況においてト

ラブルを検知するための有効な手段となる。フィルタリングや機能制限ソフトと併用し、

SNS等の利用を許可した状況下においても、家庭での生徒の見守りを行うことができる。

http://style.nikkei.com/article/DGXMZO74844160Y4A720C1NNMP00?channel=DF130120166126&style=1
http://style.nikkei.com/article/DGXMZO74844160Y4A720C1NNMP00?channel=DF130120166126&style=1
http://www.sankei.com/region/news/161129/rgn1611290077-n1.html


 

ウ Filii の主要な機能

Filii はフィルタリングや機能制限等とは明確に異なるコンセプトを持っている。

SNSやコミュニケーションアプリを【使うこと】を前提とした製品であり、利用

には制限を掛けず、「使いながら守る」ことをコンセプトにしている。生徒間の

コミュニケーション手段におけるSNSやコミュニケーションアプリの重要度は

日々高まっており、使わないという選択は難しいものとなっている。このため、

【使うこと】を前提としている。ただし、やはり利用におけるトラブルが問題と

なっている昨今、利用上のリスクを目に見える形式として提示していくことで、

そのトラブルを早期発見していく。さらに、各種データを提示することで、「子

ども任せになっていて何をしているかわからない」という保護者への情報提供を

図り、親子共通の話題を生み出す。

この通り、コンセプトは以下3点となる。



 

具体的な提供機能としては、大きく4点の機能が提供されている。以下に図示し、それぞ

れ説明する。

※取得可能なデータはSNS・アプリにより異なる。



 

・アラート分析

利用者の送信・受信メッセージ、SNSへの投稿内容を自動で取得し、その中で危険な

やりとりにつながる可能性があるものを検出し、以下に図示する「アラート」形式で保

護者に伝える機能である。

・つながり分析

   やコミュニケーションアプリでつながりのあるユーザーや、やりとりを行ったユー

ザーやグループをリストアップし、やりとりの回数や時間帯などを、保護者と生徒の両

方に提示する機能である。



 

・プロフィール分析

   で公開されている「プロフィール情報」を読取り、

リストアップする。また、それぞれの項目に合わせて、

情報の公開内容や範囲は適切かどうかを判断し、注意・

コメントを提示する機能である。

・アクティビティ分析

   ・アプリの利用実態を示すデータを収集し、グラ

フや表などに加工して保護者・生徒に提示する分析機能

である。例えば、月次の    への投稿回数やその投稿に

リアクションをしたユーザー名、および回数などを提示

する。



 

本事業実施において、既存の      機能に加え、柏市教育

委員会の現状把握情況にマッチした下記の機能を追加で加

えた。

○柏市教育委員会の現状把握情況

・スマホ接触時間増加による学力低下の懸念

・     利用時間増加による依存性やいじめ増加の懸念

・深夜利用による犯罪誘因の懸念

↓

○「時間」に関連したデータ提示機能の強化

・メッセージ受信・送信時間帯

・アプリ利用時間

・アプリ利用時間の割合



  

・トラブル対応フロー

トラブル発生時に備え、以下のフローを準備した。     かしわからのアラートやデータ

をもとに、家庭での話し合いを行い、トラブルが確認された場合には柏市教育委員会

（柏市少年補導センター）が電話相談を受け付ける。補導センターではトラブルの状況

に応じて、学校・警察・法務局などと連携し、問題解決や状況改善にあたる。その成果

は、市内の学校での指導や講演にフィードバックし、活かしていくというフローとなっ

ている。



  

③ 実証実験概要

ア モニター利用期間は、   ～    の  学期の間を対象期間とした。

イ モニター申込

モニター校を 校指定し、 ～ 月の期間に各校の新入生保護者会で実証実験につ

いて説明を行った。事前に柏市全校の校長会にて実証実験の実施について説明し、

報道などでも大きく取り上げられたことで、各校の関心と必要性の認識が高まっ

た。これにより、モニター指定校以外にも参加希望校が増え、最終的に市立・県

立・私立校合わせて   校に申込みパンフレット（下記）を配布する結果となった。



  

モニター申込は、モニターを希望するご家庭の保護者様自身が、申込パンフレットに記載

の専用申込みサイトへのアクセスと、同パンフレットに記載のシリアルコードの入力によっ

て実施する方式をとった。

ウ アンケート

開始時（   ～    ）と終了時（    ～  ）にアンケートを実施し、モニター開

始時と終了時の比較を行うものとした。保護者様と生徒の両方にアンケートを依

頼した。また、モニターに参加されていない方々との比較のため、一部学校にお

いて、すべての  年生、および保護者様（   組・計    人）に、紙によるアンケ

ートを依頼した。紙のアンケートは率直な意見の収集と実態の把握できるよう、

無記名とし、個人特定を行えない形式とした。また、アンケート回答用紙につい

ては学校側では回答内容を把握せず、エースチャイルド株式会社に於いて修正・

分析を行った。



  

アンケートの項目は、以下の  つの視点に基づく。

１ 現状と変化の把握

・柏市現状に即した実態と、実証実験による変化を把握

２ トラブルと対応の把握

・トラブルが発生したケース、そのときの対応などを把握

３ 期待と効果の把握

・実証実験に際して期待する内容と、効果についての実感を把握

４      へのフィードバック

・導入にあたっての過程での話し合いの状況を把握

・モニターから使い勝手、機能要望、良い面／悪い面などを把握

エ      分析データ

     では、生徒のスマートフォン利用の実データを取得し、目視ではなく、シス

テムによる自動分析を行っている。今回、実データに基づいた分析結果として、

以下のデータをフィードバックする。これらのデータは、個人を特定することは

できないものである。

・アラート分析

※アラート危険度別の総数

※注目単語ランキング

※検知カテゴリランキング

・つながり分析

※    利用における、合計やりとり回数（全体の平均・最大）

※    利用における、合計やり取り人数（全体の平均・最大）

・プロフィール分析

※       対象機能のため、本実験では対象外

・アクティビティ分析

※    利用における、最も多くのやり取りをしている時間帯

※    利用における、やり取りしている人数

※    利用における、最もやり取りしている人とのやり取り回数

※   ～    における、よく使われているアプリ（全体）



  

（２）「柏市ネット型非行抑止サービス」について

①事業のねらい

ア クローズド環境の状況把握

・「危険の温床」を見守りの対象とする

・「子どもが何しているか全くわからない」を解消する

・ 水面下の予兆に気付けるようにする

イ ネット上の見守りを効率化

・ネット上の大量の活動データから、状況と傾向を要約する

・スマホが分からないので放置／子ども任せを解消する

・    ・アプリの利用時間・状況・交流状況がわかるようにする

・効率的に迅速に状況を把握し、問題の早期発見につなげる

ウ コミュニケーションのきっかけを作る

・導入にあたって、家庭での話し合いの機会を提供する

・スマホを持たせる／   を利用する前のルールを設定する

・一方的な監視ではなく、危険情報を親子で共有する

・日々のデータから状況の変化に気づき、トラブルの抑止・対話のきかっけとす

る

②ネット型非行対策の三本柱。

家庭での見守り手法として、以下

 点を根付かせる。

・ルール：

各家庭でスマートフォン利用ルールを決

める。

・設定：

フィルタリングや機能制限など、子供の

  リテラシ・モラルのレベルに合わせた設

定を行う。

・      ：

   やコミュニケーションアプリ（    等）を利用する場合は、     を活用する。



  

③成果

ア 参加・登録・継続状況

・参加家庭：・   組（保護者と子どもの組数）

イ 登録状況：

・登録を完了し、利用したユーザー：  組（     ）

・登録途中のユーザー：  組（     ）

ウ 実証実験後継続状況（     時点）：

・有償移行済： 組（    ）

・退会済： 組（    ）

・保留中：  組（     ）

エ アンケート回答数

・対象：保護者と生徒    組（   名）

第一回（開始時）

紙面

保護者：回答数    件（回答率      ）

生徒：   件（     ）

   

保護者：  件（     ）

生徒： 件（    ）

第二回（終了時）

紙面

保護者：   件（     ）

生徒：   件（     ）

   

保護者：  件（     ）

生徒： 件（    ）

紙面でのアンケートの回答割合はかなり高く、未参加のご家庭に於いても、ネット型非行

の問題は高い関心を持っていると考えられる。一方、   での生徒回答割合が低く、今後ア

ンケートデータの取得を行う場合は、実施方法の検討が求められる。



  

オ 実施期間中のネット上のトラブル件数

  受付月 分類 内 容

 

 月 生命 関    

       死         

学校 通報後 担任 教頭 当該生徒 聞 取  行   仲 

良 男子     落 込                 

  月

生命 関    

       死      切      精神的    不安定

 様子      内容     

以前  担任 指導 入          改善     引

 続 指導 入   

  月 問 合          不適切 動画 投稿     削除     

  月
個人情報                  投稿     

  月 問 合               削除方法    

  月 個人情報                  投稿     

 
 月 生命 関    

学校            中生     書 込 

生徒指導室 中学校 電話連絡 入   

  月 個人情報                  投稿     

  月 個人情報                  投稿     

   月 個人情報                  投稿     

   月 個人情報                  投稿     

   月 個人情報             自宅 電話番号 使     

   月 個人情報                  投稿     

   月 個人情報                  投稿     

   月 個人情報                  投稿     

   月

   

高校 通 娘        悪口 言        噂  

  娘 友人 同様       動画           噂

    確              

   月 個人情報                  載     

   月

被害

中学校在籍当時 不適切 写真 学校内 広    関係生徒

 指導 受  削除    解決   高校進学後 当時 写

真       再 出回      噂 聞   事実 確認 

      

 高校 部活内         

 娘 現在別 高校 通        校    関係 見 

欲   結果 母親携帯 入   



  

   月 個人情報                  載     

   月 不適切投稿     校内 持 込  画像撮影       投稿     

   月 個人情報       友人 写真 氏名 確認     投稿     

   月 不適切投稿 卑猥 動画 投稿            

   月 個人情報                  載     

   月 個人情報                  載     

   月 個人情報                  載     

表１ 期間中での柏市少年補導センターへの問い合わせ

期間中の柏市少年補導センターへの問い合わせは   件であった。このうち、     を通して

検知されたもの、およびトラブル対応フローを通して報告されたものは無かった。

カ      によるトラブル検知の可能性

上記問い合わせのうち、                        については、投稿の内容（特に単語・文

章の構成）次第では、     によって検知できる可能性がある。また、「ＬＩＮＥのＱＲコー

ドをツイッターに投稿している」という問い合わせが多く、  コードと投稿の組み合わせ

などでアラート検知する方法で対応できる可能性がある。この方式に対応することで、本

トラブルの発見に効果が期待できる。さらに、       に動画を投稿する生徒の割合はそれ

ほど多くは無いが、問い合わせにも入ってきているため、生徒の利用率とは別に、       

に対してなんらかの対応をすることでトラブルの早期発見・対応に期待できる。



  

（３）アンケートデータまとめ

以下、アンケートの集計データを示す。（）内の文言は、保護者向けの設問で補

われている文言を意味する。

１． あなたの性別を教えてください。あてはまるものを１つだけ選んでください。

２．（お子様は）スマホ・タブレットを使っていますか？あてはまるものを１つだけ選んで

ください。

以下設問2－1は、設問2で「使っている」の方のみの回答です。

２－１）（お子様が）主に使っているスマホ・タブレットは誰のものですか？あてはまる

ものを１つだけ選んでください。

・「自分だけが使うもの」、「親のものを借りている」、「家で共有しているもの」の順

で多い。



  

以下設問2－2は、設問2－1で「自分だけが使うもの」の方のみの回答です。

２－２）スマホを持つ理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

・その他の意見には、

家族との連絡手段、習い事に使う、家庭学習、防犯、などの回答があった。

３．スマートフォンついて、どのように考えていますか？あてはまるものをすべて選んでく

ださい。

・その他の意見には、

持つ必要があるもの、ゲーム/ネットなどが気軽にできるもの、大人が使うもの、気分転換

に使うもの、英語学習に最適、などの回答があった。

４．（お子様が）普段よく会って遊ぶ人はどのような人ですか？あてはまるものをすべて選

んでください。



  

・保護者・生徒からのその他の意見には、ともに

幼馴染、部活 クラブの友達、下級生（小学生）、いとこ、遊ばない、などの回答があった。

５．（１）（お子様の）平日1日のスマホ・タブレット・PC等の使用時間はどれくらいです

か？あてはまるものを1つだけ選んでください。

５．（２）（お子様の）休日1日のスマホ・タブレット・PC等の使用時間はどれくらいです

か？あてはまるものを1つだけ選んでください。

６．（１）平日に（お子様は）何時頃寝ますか？ あてはまるものを1つだけ選んでください。



  

６．（２）休日に（お子様は）何時頃寝ますか？ あてはまるものを1つだけ選んでください。

７．（お子様は）休日に何時頃起きますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

設問8～11は、生徒は設問2－1で、「自分だけが使うもの（お子様本人だけが使うも

の）」の方のみの回答です。

８．（お子様は）最近の3ヶ月程度で、夜11時以降にスマホを利用していることがありまし

たか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

９．（お子様は）スマホを利用することで減ったことはありますか？あてはまるものをすべ

て選んでください。



  

・特に減ったことはない、という回答が最も多く、勉強、睡眠、読書の時間が減ったという

回答が次に多い。

・生徒と保護者からのその他の意見には、ともに

ひまだと思う時間、ぼーっとする時間、などの回答があった。

１０．スマホやネットの使い方について、親に注意されたことがありますか？

（スマホやネットの使い方について、お子様に注意したことがありますか？）

あてはまるものを1つだけ選んでください。

・「まったくない」について、保護者回答に占める割合に対し、生徒の回答に占める割合の

方が各回ともに、20ポイント～30ポイント程度高くなっている。

・保護者側の方が、注意したという意識が強く、月に何度かある、週に1度か2度ある、よ

くあるについて、子どもの回答割合を大きく上回るものとなっている。

以下設問10－1は、設問10で「月に何度かある」「週に１度か２度ある」「よくある」の

方の回答です。

１０－１）スマホやネットの使い方について、親に注意された内容は何ですか？

（スマホやネットの使い方について、お子様に注意した内容は何ですか？）

あてはまるものをすべて選んでください。



  

・長時間、夜遅い時間など、時間に関する注意が特に多い。

・生徒からのその他の意見には、

友達との     の内容について、落とさないように、投稿内容、メールの回数、姿勢が悪い、

勉強前に利用すること、利用時間帯、食べながらの利用、電池が切れないようにすること、

親が好ましくないと思う友達とのやりとり、などの回答があった。

・保護者からのその他の意見には、

友達との LINE の内容について、ゲーム時間の割合が大きいこと、姿勢が悪い、ルールを守

らないこと、許可なくグループへの参加、などの回答があった。

１１．（お子様は）LINE を使っていますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

・1回目、2回目ともに、5ポイント程度、生徒が LINE を使っていることを知らない保護者

が存在する

以下設問11－1～3は、設問11で「使っている」の方の回答です。

１１－１）（お子様は）LINE のグループにいくつ入っていますか？あてはまるものを1つ

だけ選んでください。

・親子の間で、大きな差異があり、11人以上のグループに所属している回答については、保

護者の認識よりも生徒の回答率の方が高い。



  

１１－２）（お子様が参加している）一番参加人数の多い LINE のグループの人数は何人で

すか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

・40名程度までのグループの割合が高い。

・実質人数で10名程度、101人以上、また100名近い人数のグループに所属している生

徒がいる。

１１－３）（お子様が参加している）一番参加人数の多い LINE のグループは何のグループ

ですか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

・クラス、または学年 LINE グループと回答する割合が高い。

・生徒からのその他の意見には、

学校全体、学校の同級生や先輩、仲の良い友人数人、家族・親戚、入っていない、違う学

校の友達、小学校からの同級生、幼馴染、適当に参加/招待するグループ、などの回答があ

った。

・保護者からのその他の意見には、

仲の良い友人数人、小学校からの同級生、家族・親戚、学校裏サイトのようなグループ、

小学校からの同級生、学年（女子のみ）、わからない、などの回答があった。



  

１１－４）（お子様は）1日にどれくらいLINEを利用しますか？あてはまるものを1つだ

け選んでください。

設問12～14は、設問2で、「使っている」の方のみの回答です。

１２．家庭でのスマホ・インターネットの利用ルールについて、含まれているものをすべて

選んでください。

・利用時間、お金を使うことに関するルールを設定している割合が高い。

・フィルタリングの設定有無に、親子間で有効回答数の1割分程度の差異が見られる。

・フィルタリングよりも、機能制限のルールを設けている家庭の方が多い。

・生徒からのその他の意見には、

常織の範囲内での使用、食事中の使用、親の許可を得る、チェーンメールを無視する、母

親のスマホを借りる（自分は持っていない）、勝手に LINE のグループに入らない、スマホ

を使っていない、などの回答があった。

・保護者からのその他の意見には、

常識の範囲内での使用、食事中の使用、親はいつでも見れるようにする、親と親しい友達

だけの連絡、夜は親に預ける、親の許可を得る、父親と共用、悪口などを書かない、勉強

を終えてからの利用、成績維持、家族間の連絡のみに使用、調べ物のみに使用、スマホを

持っていることを友達に言わない、スマホを使っていない、などの回答があった。



  

１３．家庭でのスマホ・インターネットの利用ルールを、（お子様が）守れなかったことが

どの程度ありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

・ルールの有無の時点で、

保護者と生徒の認識にかなり大きな差異がある。ルールを生徒が認識していないという傾

向がみられる。

・また、同様に、保護者が守れていないと感じていても、生徒はそれを認知していない。こ

れは、ルールを常に意識していないため、ルールを逸脱したことに気付けないでいる可能

性が考えられる。

１４．（お子様が）自分のスマホを持つことについて、（保護者様自身は）どのように認識

していますか？あてはまるものを  つだけ選んでください。

・1回目と2回目の回答の差異は小さい。

・親子間の回答には、20ポイント以上の大きな差異が見られる。



  

１５．最近3ヶ月間に、スマホの利用について、家庭で話し合ったことがありますか？あて

はまるものを1つだけ選んでください。

１６．最近3カ月間に、ネットに関しての他の人からされたことについてお聞きします。

１６－１）．（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で悪口を書かれたことがありますか？

あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問16-1 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。



  

以下②、③は、設問16-1-①で「話した」の方の回答です。

②のことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問16-1-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください



  

１６－２）．（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で個人情報（自分の名前、住所、電話

番号、メールアドレス、LINEの ID・QRコード、写真や動画など）を流出されたことがあ

りますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問16-2 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問16-2-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。



  

以下④は、設問      ①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１６－３）（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で無視（既読スルーなど）されたことが

ありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問16-3 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。

以下②、③は、設問      ①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを  つだけ選んでくださ

い。

以下④は、設問16-3-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください

・生徒からのその他の意見には、

面倒、親には言わない/話したくない、などの報告／相談を行いたくないという回答の他に、

話すほどのことではない、よくあること、世の中で言われているほどみんな気にしてない、

などの大した問題ではないと認識しているという回答があった。

１６－４）（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上でグループから外されたことがあります

か？あてはまるものを1つだけ選んでください。



  

以下①は、設問16-4 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。

以下②、③は、設問16-4-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問16-4-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

１６－５）（お子様は）最近3ヶ月間に、LINE やメールで，自分の裸や水着姿，下着姿の写

真や動画などを送るように言われたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んで

ください。

以下①は、設問16-5 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。

以下②、③は、設問16-5-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。



  

以下④は、設問16-5-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１６－６）（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で「金を出せ・払え」という内容のメッ

セージを受け取ったことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問16-6 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。

以下②、③は、設問16-6-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問16-6-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１６－７）（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で、本当はいやだと思いながらも、チェ

ーンメール（不幸の手紙のような多くの相手に送られるメッセージ）の送信やバトン（多

くの質問に回答することを求められ、回答後同じ質問を知りあいに送ること）の回答をし

たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問16-7 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。



  

以下②、③は、設問16-7-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問16-7-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１６－８）（お子様は）最近3ヶ月間に、ネット上で「なりすまし」（他人がウソをつき、

自分のふりをして投稿や発言をすること）をされたことがありますか？あてはまるものを1

つだけ選んでください。



  

以下①は、設問16-8 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①（お子様は）そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくださ

い。

以下②、③は、設問16-8-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問16-8-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

以下、設問17～24は、生徒のみへの設問です。

１７．ア）悪口を書いた 最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたことについてお聞

きします。以下のことを、他の人に対してしたことがありますか？

１７．イ）他人の個人情報（名前、住所、電話番号、メールアドレス、LINEの ID・QRコー

ド、写真や動画など）を流出させた 最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたこと

についてお聞きします。以下のことを、他の人に対してしたことがありますか？

１７．ウ）無視（既読スルーなど） 最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたことに

ついてお聞きします。以下のことを、他の人に対してしたことがありますか？

１７．エ）グループから外した 最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたことについ

てお聞きします。以下のことを、他の人に対してしたことがありますか？



  

１７．オ）LINE やメールで，裸や水着姿，下着姿の写真や動画などを送るように言った 最

近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたことについてお聞きします。以下のことを、

他の人に対してしたことがありますか？

１７．カ）「金を出せ・払え」などと言った 最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にし

たことについてお聞きします。以下のことを、他の人に対してしたことがありますか？

１７．キ）チェーンメールの送信やバトンの回答をむりやりさせた 最近3ヶ月間に、ネッ

トに関して他の人にしたことについてお聞きします。以下のことを、他の人に対してした

ことがありますか？

１７．ク）「なりすまし」（ウソをつき、他人のふりをして投稿や発言をすること）をした

最近3ヶ月間に、ネットに関して他の人にしたことについてお聞きします。以下のことを、

他の人に対してしたことがありますか？



  

１８．最近3カ月間に、ネットに関して、他の人がされているのを見たことについてお聞き

します。

１８－１）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が悪口を書かれているのを

見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-1 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-1-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。



  

以下④は、設問18-1-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１８－２）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が個人情報（名前、住所、

電話番号、メールアドレス、LINEの ID・QRコード、写真や動画など）を流出されている

のを見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-2 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①のことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-2-①で「話した」の方の回答です。

②のことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-2-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１８－３）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が無視（既読スルーなど）

をされているのを見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-3 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。



  

以下②、③は、設問18-3-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-3-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１８－４）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達がグループから外されるの

を見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。



  

以下①は、設問18-4 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-4-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-4-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

１８－５）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が裸や水着姿、下着姿の写

真や動画などを送るように言われているのを見たことがありますか？

以下①は、設問18-5 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-5-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

１８－６）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が「金を出せ・払え」と言

われているのを見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-6 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-6-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-6-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

１８－７）最近3ヶ月間に、友達がネット上で、本当はいやだと思いながら、チェーンメー

ル（不幸の手紙のような多くの相手に送られるメッセージ）の送信やバトン（多くの質問

に回答することを求められ、回答後同じ質問を知り合いに送ること）の回答をしているの

を見たことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-7 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？ あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-7-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。



  

以下④は、設問18-7-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１８－８）最近3ヶ月間に、同じチャットグループなどで、友達が「なりすまし」（ウソを

つき、他の人のふりをして投稿や発言をすること）をされているのを見たことがあります

か？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下①は、設問18-8 で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

①そのことを誰かに話しましたか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下②、③は、設問18-8-①で「話した」の方の回答です。

②そのことを話した相手として、あてはまるものをすべて選んでください。



  

③誰かに話して、状況はどのようになりましたか？あてはまるものを1つだけ選んでくだ

さい。

以下④は、設問18-8-①で「話していない」の方の回答です。

④誰にも話さなかった理由として、あてはまるものをすべて選んでください。

１９．最近3ヶ月間に、インターネット上で直接会ったことのない人と友達になろうとした

ことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

設問19－1は、設問19で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

１９－１）それはどのような人でしたか？あてはまるものをすべて選んでください。

２０．最近3ヶ月間に、LINE のグループに招待されたことがありますか？あてはまるものを

1つだけ選んでください。



  

設問20－1、2は、設問20で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答

です。

２０－１）招待された LINE のグループに、直接会ったことがない人がまざっていたことはあ

りますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

２０－２）直接会ったことがない人とは、どのような人ですか？あてはまるものをすべて選

んでください。

２１．最近3ヶ月間に、LINE で、直接会ったことのない人から、友達になろうとメッセージ

を受けたり、招待を受けたりしたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでく

ださい。

設問21－1は、設問21で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答です。

２１－１）それはどのような人ですか？あてはまるものをすべて選んでください。



  

２２．最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人と、メールやトークで話したことがありま

すか？ あてはまるものを1つだけ選んでください。

設問22－1～6は、設問22で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答

です。

２２－１）それはどのような人ですか？あてはまるものをすべて選んでください。

２２－２）最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、自分をとった写真や動画などを送

ってほしいと言われたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

設問22－3は、設問22－2で「ある」の方の回答です。

２２－３）最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、自分をとった写真や動画などを送

ってほしいと言われたとき、どのように行動しましたか？あてはまるものを1つだけ選ん

でください。



  

最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、以下の（１）～（４）のそれぞれについて、

教えてほしいと言われたことがありますか。あてはまるものを1つだけ選んでください。

２２－４）（１）自分の本名

２２－４）（１）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください。あてはまるものを1つ

だけ選んでください。

２２－４）（２）LINE の IDやQRコード

２２－４）（２）「ある」場合は教えたかどうかを選んでくださいあてはまるものを1つだ

け選んでください。

２２－４）（３）携帯電話番号



  

２２－４）（３）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください。あてはまるものを1つ

だけ選んでください。

２２－４）（４）携帯メールアドレス

２２－４）（４）「ある」場合は教えたかどうかを選んでくださいあてはまるものを1つだ

け選んでください。

２２－５）最近3ヶ月間に、インターネット上で知り合った、直接会ったことのない人に会

ったことはありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

設問22－6は、設問22－5で「１度か２度ある」「何度かある」「よくある」の方の回答

です。あてはまるものをすべて選んでください。

２２－６）それはどのような人ですか？



  

２３．最近3ヶ月間に、インターネット上でウソの年齢や学校、住んでいる地域を言ったり

して、他の人のふりをしたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

２４．最近3ヶ月間に、アプリやサイトなどで、「あなたは18歳以上ですか？」の問いに

「はい」と答えたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

２５．本当に困ったとき“命の危険、金銭に関わる危険を感じるようなとき”に、（お子様

は）誰に相談すると思いますか？あてはまるものをすべて選んでください。

・生徒からのその他の意見には、

親戚（おじ、おば、祖母）、警察、習い事の友達、いとこ、相談できる人がいない、信用

できる人、などの回答があった。

・保護者からのその他の意見には、

親戚（おじ、おば、祖父母）、などの回答があった。



  

２６．本当に困ったとき“命の危険、金銭に関わる危険を感じるようなとき”に、解決に導

いてくれそうな人は誰だと思いますか？あてはまるものをすべて選んでください。

生徒の回答

保護者の回答

・保護者からのその他の意見には、

親戚（祖父母）、警察、学校、ママ／パパ友、知り合い、市議会議員・文部科学省、グル

ープになっている友達の親、公的な相談人、などの回答があった。

以下、設問27は、生徒のみへの設問です。

２７．ア）気がつくと思っていたより、長い時間インターネットをしていることがあります

か。

２７．イ）インターネットをする時間を増やすために、家庭での仕事や役割をおろそかにす

ることがありますか。



  

２７．ウ）配偶者や友人と過ごすよりも、インターネットを選ぶことがありますか。

２７．エ）インターネットで新しい仲間を作ることがありますか。

２７．オ）インターネットをしている時間が長いと周りの人から文句を言われたことがあり

ますか。

２７．カ）インターネットをしている時間が長くて、学校の成績や学業に支障をきたすこと

がありますか。

２７．キ）他にやらなければならないことがあっても、まず先に電子メールをチェックする

ことがありますか。



  

２７．ク）インターネットのために、仕事の能率や成果が下がったことがありますか。

２７．ケ）人にインターネットで何をしているのか聞かれたとき防御的になったり、隠そう

としたことがどれくらいありますか。

２７．コ）日々の生活の心配事から心をそらすためにインターネットで心を静めることがあ

りますか。

２７．サ）次にインターネットをするときのことを考えている自分に気がつくことがありま

すか。

２７．シ）インターネットの無い生活は、退屈でむなしく、つまらないものだろうと恐ろし

く思うことがありますか。



  

２７．ス）インターネットをしている最中に誰かに邪魔をされると、いらいらしたり、怒っ

たり、大声を出したりすることがありますか。

２７．セ）睡眠時間をけずって、深夜までインターネットをすることがありますか。

２７．ソ）インターネットをしていないときでもインターネットのことばかり考えていたり、

インターネットをしているところを空想したりすることがありますか。

２７．タ）インターネットをしているとき「あと数分だけ」と言っている自分に気がつくこ

とがありますか。

２７．チ）インターネットをする時間を減らそうとしても、できないことがありますか。



  

２７．ツ）インターネットをしていた時間の長さを隠そうとすることがありますか。

２７．テ）誰かと外出するより、インターネットを選ぶことがありますか。

２７．ト）インターネットをしていないとゆううつになったり、いらいらしたりしても、再

開すると嫌な気持ちが消えてしまうことがありますか。

２８．ア）あなたの保護者は，自由な時間にあなたが何をしているか知っている。

（お子様が自由な時間にあなたが何をしているか知っている。）



  

２８．イ）あなたの保護者は，あなたがだれと仲良くしているかを知っている。

（お子様がだれと仲良くしているかを知っている。）

２８．ウ）あなたの保護者は，だいたいいつも、あなたの試験の日や宿題の提出日を知って

いる。

（だいたいいつも、お子様の試験の日や宿題の提出日を知っている。）

２８．エ）あなたの保護者は、私の良いところも悪いところも受け入れてくれる。

２８．オ）あなたの保護者は、私の話がわかりにくかったり、おさないなと感じても尊重し

てくれていると思う。



  

２８．カ）あなたの保護者は、私にあたたかい気持ちでほほえみかけてくれている。

２８．キ）あなたの保護者は、私が登校する際、学校に行くのにふさわしくないようなかっ

こうをしていると注意する。

２８．ク）あなたの保護者は、私のために作ったきまりをよく変える。

２８．ケ）あなたの保護者は、私に対してきぜんとした態度を取ることが大切だと思ってい

るように感じる。



  

以降は、保護者のみの設問です。

１．ご回答いただく保護者様の続柄

２．ご回答いただく保護者様の年齢をお答えください。

３．お子様がスマートフォンを持つことに抵抗感がありますか？あてはまるものを1つだけ

選んでください。

４．お子様が携帯やスマホで LINE やメールをすることに抵抗感がありますか？あてはまるも

のを1つだけ選んでください。



  

５．お子様のスマートフォン所持について、どのように考えていますか？あてはまるものを

すべて選んでください。

・その他の意見には、

親や家族との連絡手段、高校生になる迄もたせない、今は必要がない、防犯のため、など

の回答があった。

６．お子様からお聞きしている、スマホを持つ理由としてあてはまるものをすべて選んでく

ださい。

・その他の意見には、

親がもたせている、塾や習い事のため、責任をもたせたいから、学習のため、仲の良い友

達が持っているから、部活の連絡が LINE であるから、持たせていない、などの回答があっ

た。

７．Filii かしわ「柏市ネット型非行抑止サービス」への、モニター参加の有無をお答えくださ

い。



  

８．お子様に専用のスマートフォンを持たせたのはいつですか？あてはまるものを1つだけ

選んでください。

９．最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、自分をとった写真や動画などを送ってほ

しいと言われたことがありますか？あてはまるものを1つだけ選んでください。

以下、設問9－1は、設問9で「ある」の方の回答です。

９－１）最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、自分をとった写真や動画などを送っ

てほしいと言われたとき、どのように行動しましたか？

最近3ヶ月間に、直接会ったことのない人に、以下の（１）～（４）のそれぞれについて、

教えてほしいと言われたことがありますか。

９－２）（１）自分の本名



  

９－２）（１）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください

９－２）（２）LINE の IDやQRコード

９－２）（２）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください

９－２）（３）携帯電話番号

９－２）（３）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください

９－２）（４）携帯メールアドレス

９－２）（４）「ある」場合は教えたかどうかを選んでください



  

（４）アンケートデータ分析

①現状と変化の把握

ア 平日休日共に，依存が高い者の方が就寝時間が遅く、平日の就寝時間は女子

よりも男子の方が遅い。

イ 依存が高い者の方が休日の起床時間が遅く、男子よりも女子の方が休日の起

床時間は遅い。なお、1回目よりも2回目の方が，休日の起床時間は早い（おそ

らく部活動等の影響であると考えられる）。

ウ モニター利用者は、不参加者と比べ、保護者が把握している1日のLINE使用

時間が長い（実態を正しく把握できている可能性がある）。

エ 2回目のアンケートでは、依存が高い者の方が、夜11時以降にスマホを利用

する頻度が高い。

オ 依存が高い者の方が、LINE の使用時間が長い。

カ 2回目のアンケートでは、子どもが誰と仲良くしているか、学校の提出物の締

切がいつか、といった子どもに関する細かい情報を親が把握しているほど、子

どものスマホへの依存度は低い。一方、親が、子どもが自由時間に何をしてい

るか知っているほど子どもの依存度は高いが、これは子どもが自由時間にスマ

ホを使用していることの把握による影響と考えられる。

②トラブルと対応の把握 ※は有効回答数が少ないため、可能性の示唆のみ。

ア 依存が高い者の方が、スマホ・インターネットの利用ルールを守れなかった

ことが多い。

イ モニター利用者は、不参加者と比べ、２回目に設定しているスマホ・インタ

ーネットを利用する場合の家庭のルールの種類が多い（実態に合わせ、ルール

が増えている可能性がある）。

エ モニター不参加者では、スマホ・インターネットの利用ルールがなくなって

いる（形骸化している）と回答する保護者の増加傾向が強い。

オ モニター不参加の保護者は、1回目と比べ2回目で、子どもの被害状況を把

握していない割合が高い。

カ 女子では、依存の低い者よりも依存の高い者の方が加害経験の割合が高い。



  

キ 2回目のアンケートの女子では、依存の低い者よりも依存の高い者の方が、被

害を目撃した経験のある者の割合が高い。

ク 2回目のアンケートでは、男女ともに、依存の低い者よりも依存の高い者の方

が、被害経験のある者の割合が高い。

※女子では、依存の低い者よりも依存の高い者の方が、ネット上で直接会ったこ

とのない人と話したり、友達になろうとしたり、あるいは友達になろうという

メッセージ等を受けた経験のある者の割合が高いと言える可能性がある。

③期待と効果の把握

ア 約57%が機器、スマホ利用方法により対象外。

イ 計17%の「案内に気付かなかった・知らなかった」、「よくわからなかっ

た」という理由で不参加が最も多い。

ウ 「周りのご家庭が使わないため」、「お子様の反対にあったから」の割合は

想定以上に低い。（各0.2%）

エ 第二回アンケートで、「効果が無かった」と判断したモニターは16%、最も

効果がある項目については「ネット型非行の被害者にならない」で84%

オ 「利用時間の把握」、「利用内容の把握」、実証実験の目的でもあった「会

話の促進」については期待以上の効果があった。

カ 保護者のコメントからも、「会話の促進」についての効果が見られる。

キ 副次的な効果として、生徒のコメントから、柏市が日本初で取組んだことに

対して「柏市に在住することによる誇りや感謝の様な言葉」が見られた。

④Filii へのフィードバック

ア 導入時の家庭での話し合いは「少しした」が最も多い（63%）。

イ 導入時の生徒の反応から、生徒自身の関心があまり高いとは言えず、保護者

任せ・保護者に従う様子がうかがえた。

ウ 導入の決め手となった理由は、実証実験実施の最たる理由である、「ネット

型非行にまきこまれない/巻き込まないようにするため」であり、44%だった。

エ その他、「学校で案内を受けたから（30%）」、「無料で試せるから

（22%）」、「家庭のルールの一つにするから（22%）」が多い。



  

⑤自由記述コメント

ア 保護者からのコメント

肯定的な意見としては、第一回のアンケートでは無償化を期待しつつ、国や

市の補助などを求めるコメントが見られた。第二回のアンケートでは、モニタ

ー利用の結果、話し合いの機会が得られたというコメントが見られた。

否定的な意見としては、サービス自体に期待いただけていない、十分な理解

をいただけなかったと推察されるコメントが目立った。

フィードバックに関しては、モニター利用を通して、具体的で改善に十分活

かせると思われるコメントが多数あった。

イ 生徒からのコメント

肯定的な意見としては、第一回と第二回のアンケートを比べると、柏市にお

いて、当試みについての考えが時間経過と共に若干変化している様に感じられ

た。

第一回ではネットに危険については認識しているというコメントが見られた。

・自己防衛的な観点からの意見が多かった。

・自分や自分を含む家庭についての意見がよく見られた。

第二回になると、社会や市、全国といった広範囲の言葉が見られた。

・柏市に在住することによる誇りや感謝の様な言葉が散見された。

・他の自治体へも広めてもらいたい等の意見が増えてきた。

否定的な意見としては、トークを見られるのが嫌という意見が多かった。ト

ーク自体を見ることができるような仕様ではないため、その点のFilii に対して十

分な理解が得られなかったものと考えられる。

また、注目すべきコメントとして、以下がある。

・そこまでいじめは起きていないと思う。

・講習とか計10回以上やったのでもうわかってる。ここまでしなくていい。

フィードバックとしては、保護者からではなく、生徒から「無料にすべき」、

「親ではなく補導センターが把握すべき」、「確実に導入（入れる）する仕組

みにすべき」という意見が出ていた。



  

（5）Ｆｉｌｉｉ分析データ

①アラート分析

ア アラート件数

・低・中・高の発生件数

※低レベルのアラート：2071件

※中レベルのアラート：29件

※高レベルのアラート：0件

なお、「中レベル」のアラートが発生している生徒が9名おり、以下のような構

成になっている。

・注目単語ランキング（20位まで記載）

生徒 件数

A 8

B 5

C 4

D 3

E 3

F 2

G 2

H 1

I 1

順位 注目単語 発生件数

1 無理 128

2 変態 114

3 円 103

4 行け 88

5 応援 69

6 どん 57

7 うざい 51



  

また、危険性の高いトラブルの発生に関連しそうな、明らかに問題のある単語も、以下

の件数が検知されている。

Filii は 2 万語の単語リストを備えるが、上記のように、隠

語や普段用いないような難しい単語は検出されていない。明

らかに問題のある単語については、日常生活の中ではあまり

用いない単語である。分析精度向上の方向性として、これら

を文脈に依らず検知する（単語を発見した時点で通知する）

ことで、分析アルゴリズムの調整に影響を受けず、明らかに

問題のある発言を取りこぼさずに検知することも考えられる。

8 バカ 47

9 金 46

10 神 38

11 うんこ 37

12 嫌い 35

13 親 33

14 やれ 32

15 おじさん 31

16 ひどい 27

17 ホモ 26

18 ネット 26

19 痛い 26

20 無視 25

注目単語 発生件数

無視 25

死ね 14

消す 9

殺す 6

家出 5

殺害 5

殺人 4

死 3

消えろ 3



  

・検知カテゴリランキング

順位 カテゴリ 件数

1 悪口 998

2 いやがらせ 824

3 違法行為 691

4 未成年禁止行為 626

5 わいせつ 349

6 出会い系 343

7 薬物 343

8 不当な要求 142

9 無視 131

10 暴力 118

②つながり分析

ア 対象アプリ：LINE

イ 対象ユーザー：31名

ウ 合計やりとり回数

・全体平均：3,694 件

・最大件数：16,125 件

「中レベル」のアラートが出ている9名のうち7名が、合計やり取り回数でトップ

10に入っている。

ユーザー 回数順位 合計やり取り回数

A 13 4258

B 6 7465

C 2 10636

D 1 16125

E 5 8280

F 15 2669

G 10 4963

H 7 7270

I 8 7175



  

エ 合計やり取り人数

・全体平均：157人

・最大人数：639人

上記については、グループの異なる同一人物は別人とカウントしている。重複

を排除したやり取り人数は、上位3名で以下のようになった。50%～60%のユー

ザー数に対して1回の重複が存在している。このことから、50%～60%程度のユ

ーザーと、個人間のやり取り以外に1つのグループを共有していることが推察さ

れる。

ユーザー 合計やりとり人数
重複排除した

やり取り人数

重複率

B 639名 396名 62.0%

D 562名 335名 59.6%

J 524名 263名 50.2%

※Jは中レベルのアラートが出ていないユーザーであった。

「中レベル」のアラートが出ている9名のうち４名が、合計やり取り人数でトッ

プ10に入っている。

やりとり人

数
やり取り回数MAX 人数順位

A 186 312

B 639 1408 1

C 198 2435

D 562 2792 2

E 421 845 5

F 50 2454

G 158 420

H 291 681

I 504 461 4

また、本事業で LINE グループに関するデータを取得することで、グループ構成につい

て、以下のような分析が行えることを確認できた。



  

・グループ名に活動内容をそのまま命名する傾向が存在する可能性がある

・特定キーワードを含むグループの抽出

・複数ユーザーの情報を統合し、グループ構成を把握

・非行に関連しそうな単語を含むグループを抽出

・またはそれらの判断材料

③アクティビティ分析

ア 対象アプリ：LINE

イ 対象ユーザー：31名

ウ 一番多くやり取りしている時間帯（平日・休日合算）



  

エ 一番多くやり取りしている時間帯（平日）

オ 一番多くやり取りしている時間帯（土日祝日）

平日と休日の利用時間帯傾向に大きな差はみられなかったが、日数が異なる（週あたり、

平日は5日、休日は2日、祝日も考慮）ことを考えると、1日あたりのやりとり回数は休

日の方が多くなっていることがわかる。



  

参考）深夜時間帯の利用について、「中レベル」アラートの出ている利用者に特に顕著な傾

向は見られなかったが、「中レベル」アラートのユーザーは、特定の時間帯に限らず、深夜

帯全般でやりとりをしているようには見える。（赤枠が中レベルのアラートが出ているユー

ザー）

カ 最もやりとりしている友達とのやりとり回数

・全体平均：966件 ・最大件数：6,664件

・アプリ利用時間積み上げ（対象ユーザー：5名・30位まで記載）

データの取得に生徒の合意と設定が必要なため、データを取得できた件数が少

ない。このため、参考情報として提供する。Filii 内での合意と設定の提示方法につ

いては、改善が必要と考えられる。

上位のアプリに関しては、Filii 全体での利用時間ランキングと類似している。重

複しているアプリのセルに色を付けた。

・ Filii 利用者全体では上位に挙がってる、「YouTube（写真・動画）」「モン

スト（ゲーム）」などは、モニターユーザーでの利用は上位ではなかった。

・モニターユーザーでは、「MixChannel（コミュニケーション）」が上位に

位置している。MixChannel は中学生でも匿名で顔を出した動画を投稿する、

特にカップル動画を投稿するケースが多く、トラブルに発展するケースもあ

る。



  

・学習アプリとして、唯一「漢検トレーニング」が20位に位置している。

・話題の「Pok’mon GO」については、本事業のモニター期間終了後のリリ

ースであったため、本事業の取得データには含まれていない。

・その他、特に危険なアプリ、特徴のあるアプリなどは見られなかった。

▼本事業での取得データ

順位 アプリ名 カテゴリ

1 LINE コミュニケーション

2 ツムツム ゲーム

3 docomo LIVE UX 基本機能

4 あんしんモード セキュリティ

5 Google アプリ 検索

6 メッセージ コミュニケーション

7 Twitter SNS

8 ギャラリー,アルバム 写真・動画

9 にゃんこ ゲーム

10 MixChannel SNS

11 Chrome ブラウザ

12 ねこあつめ ゲーム

13 キッズ・プレイス セキュリティ

14 ドコモメール キャリアメール

15 SENSE HOME 基本機能

16 時計 基本機能

17 システムUI 基本機能

18 tenki.jp ニュース

19 ドコモ電話帳 基本機能

20 漢検トレーニング 学習



  

21 Google Play ストア 基本機能

22 カメラ 写真・動画

23 Filii モバイル セキュリティ

24 Yahoo! ニュース

25 B612 写真・動画

26 設定 基本機能

27 InstaMag 写真・動画

28 ファミリーブラウザ for docomo ブラウザ

29 Clipbox ドキュメント

30 パズドラ ゲーム

▼Filii 全体での取得データ

順位 アプリ名 カテゴリ

1 LINE コミュニケーション

2 YouTube 写真・動画

3 Chrome ブラウザ

4 Twitter SNS

5 ツムツム ゲーム

6 Aurcus Online ゲーム

7 モンスト ゲーム

8 Google アプリ 検索

9 Instagram SNS

10 Pok‘mon GO ゲーム

11 星ドラ ゲーム

12 パズドラ ゲーム

13 docomo LIVE UX 基本機能

14 ブラウザ ブラウザ



  

15 白テニ ゲーム

16 Filii モバイル セキュリティ

17 360 Battery Plus ツール

18 Clipbox ドキュメント

19 プリ画像 写真・動画

20 Google Play ストア 基本機能

21 ギャラリー 写真・動画

22 SmartNews ニュース

23 パワプロ ゲーム

24 comico マンガ

25 Xperia?ホーム 基本機能

26 nicoid 写真・動画

27 ZenUI Launcher 基本機能

28 マップ ツール

29 トレクル ゲーム

30 ドコモ電話帳 基本機能



  

２ 総括と今後の方向性

（１）総括

①参加状況と継続状況

周知には力を入れたものの、十分周知されていない結果が見られ、モニター数と

して目標の66%となり、十分な参加とはならなかった。モニター後の継続について

は10%程度となっており、現在保留状態になっているモニターが多数存在する状態

である。

②実態とアンケート

Filii を利用すると、どの程度SNSやスマートフォンを利用しているかを把握でき，

家庭のルールが守られているかどうかの実態を把握することができた。一方、利用

しない場合にはルールが形骸化、ルール自体の消失につながってしまうなどの状況

が、アンケートデータから読み取れた。また、利用したモニターの感想の中には、

「無償化・市での補助」などの利用料に関する要望がある一方、「会話のきっかけ

となった」というコメントが複数あり、「コミュニケーションのきっかけ」を作る、

「子どもが何しているか全くわからない」を解消しているケースがあると捉えられ

る。Filii を通し、日々情報を得ることで、親子共々ルールを意識し、日々の生活やス

マートフォンの利活用、問題点を話し合うなどのコミュニケーションが発生してい

ることがデータやコメントから分かる。このコミュニケーションの促進が、ネット

型非行に巻き込む／巻き込まれるといったトラブルを「早期発見」することにつな

がる。コミュニケーションを頻繁にとり、子どもが誰と仲良くしているか、学校の

提出物などのイベントはいつか、などの子どもの生活状況を把握していくことで

「依存度が下がる」ことも、データから読み取れる。Filii を利用することで、状況を

把握し、トラブルの小さいうちに対処できるようになるだけでなく、コミュニケー

ションの促進により、依存の低減にもつながる可能性が見えた。さらに、「利用時

間・利用内容の把握」に効果を感じたというアンケート結果があり、「ネット上の

見守りを効率化」「状況と傾向を把握」できていることがわかった。一方、生徒の

中からは、やはり「トークなどを見られたくない」という意見は存在するが、「安

心できる」「これにより実際にトラブルが減っていると感じる」といった直接的な

好意的意見や、「柏市が自分たちのために導入を検討してくれること、先進的な取

組み」といった誇らしく思っているといった副次的効果も見られた。



  

③ネット型非行対策の三本柱

「ルール、設定、Filii の三本柱でトラブルの8割を防げる」との考えのもと、本モ

ニターを開始した。期間中において、実際に起きたトラブルのいくつかは、Filii を利

用してれば事前に検知できた可能性がある。また、LINE の利用時間ややりとりの人

数、グループ構成、アプリの利用時間などは、Filii により実態を把握できるデータは

対策・対応を進めるうえで有用なデータと思われた。

（２）今後の方向性

①生徒や保護者への情報モラルの授業や啓発活動（出前講座）に使用し始め，今後も

工夫し活用していく。

②ネットいじめ抑止と早期発見のため，教育委員会や各学校で情報を共有し今後の指

導に活用する。

③しかしながら，利用可能な対象者が想定よりも少なかったことなどから，補助する

などの本格導入については見送る。

④今後はネット型非行，ネットいじめの抑止，早期発見防止の取り組みの一つとして，

Ｆｉｌｉｉかしわの新たな活用方法を含め，検討していく。


